
まちのうごき

（別冊 けいじばん、いきいきカレンダー）

まちからのおしらせ

まちのできごと

ふるさとの誇りを訪ねて

美しい山・川・海　人が躍動する 交流と共生のまち

広報

月号 No.

【写真】

今月の主な内容（Contents）

６

町政懇談会

町連合自治会新体制

出前講座開講

役場各課などからのお知らせ　　ほか

－元気に育ってね！－
どんぐり保育園の園児がウナギを放流

　5月 20 日、村岡区入江のどんぐり保育園の

園児 17 人が矢田川にウナギの稚魚を放流しま

した。

　子どもたちは川に放ったウナギをいつまでも

目で追い続けながら「元気に育ってねー、バイ

バーイ」と手を振っていました。

（本号 15ページに記事を掲載）
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごとまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

町政懇談会

　

町
長
を
は
じ
め
役
場
幹
部
職
員
と
町
民
の
皆
さ
ん
が
、
今
後
の
町
政
推

進
の
基
本
的
な
考
え
方
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
う「
町
政
懇
談
会
」

を
、
４
月
23
日
か
ら
28
日
に
か
け
て
町
内
３
会
場
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

「
創
造
と
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
推
進
に
向
け
て
今
年
度
に
行
う

さ
ま
ざ
ま
な
施
策
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
た
後
、
参
加
者
と
意
見
交
換
を

行
い
、
活
発
な
質
疑
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
各
会
場
の
主
な
質
問

や
意
見
を
紹
介
し
ま
す
。

　

な
お
、
紙
面
の
都
合
上
、
す
べ
て
の
内
容
を
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
が
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
企
画
課

香
住
区

４
月
23
日 

香
住
文
化
会
館

村
岡
区

４
月
25
日 

村
岡
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

ま
ち
の
未
来
を

と
も
に
考
え
よ
う

Ａ
現
在
の
下
水
道
接
続
率
は
、
香
住
区

62
％
、
村
岡
区
84
％
、
小
代
区
74
％
で
、

目
標
の
80
％
以
上
を
目
指
し
接
続
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
す
で
に
整
備
が
完
了
し
た
地
区

で
も
、
未
接
続
の
人
や
接
続
の
申
し
込
み
を

し
た
も
の
の
工
事
を
し
て
い
な
い
人
が
い
ま

す
。
高
齢
化
な
ど
で
接
続
が
難
し
い
状
況
も

あ
り
ま
す
が
、
早
期
に
接
続
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
普
及
に
努
め
ま
す
。（
建
設
部
長
）

【
津
波
の
避
難
場
所
】

Ｑ
津
波
が
来
た
ら
ど
こ
に
逃
げ
た
ら
い

い
の
か
。
町
は
避
難
場
所
の
想
定
を

し
て
い
る
の
か
。

Ａ
避
難
場
所
や
避
難
経
路
を
ど
う
す
る

の
か
、
あ
ら
た
め
て
町
民
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
現
在
、

津
波
の
想
定
は
３
・
６
ｍ
で
す
が
、
今
回
の

大
震
災
に
よ
る
大
津
波
を
考
え
る
と
本
当
に

そ
れ
で
よ
い
の
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

専
門
的
、
科
学
的
な
見
地
か
ら
判
断
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
早
急
に
現
在
の
避
難

計
画
の
見
直
し
に
取
り
組
み
ま
す
。（
町
長
）

【
ご
当
地
グ
ル
メ
コ
ン
テ
ス
ト
】

Ｑ
Ｂ
級
グ
ル
メ
を
含
め
た
ご
当
地
グ
ル

メ
の
発
掘
も
大
切
だ
が
、
そ
れ
ら
を

新
た
な
観
光
資
源
と
し
て
ま
ち
づ
く
り
に
活

用
し
て
も
ら
い
た
い
。

Ａ
ご
当
地
グ
ル
メ
コ
ン
テ
ス
ト
が
地
元

グ
ル
メ
を
育
て
る
き
っ
か
け
と
な
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
町
内
に
は
但
馬
牛
、

松
葉
ガ
ニ
と
い
っ
た
素
晴
ら
し
い
食
材
も
あ

り
ま
す
が
、
香
美
町
を
訪
れ
た
人
が
ワ
ン
コ

イ
ン
で
手
軽
に
味
わ
え
る
庶
民
的
な
食
べ
物

が
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
で
生
ま
れ
れ
ば
、
観
光

資
源
と
し
て
活
用
し
て
い
き
ま
す
。（
町
長
）

【
下
水
道
接
続
】

Ｑ
下
水
道
接
続
率
は
ど
の
程
度
か
。
ま

た
普
及
に
向
け
て
ど
う
考
え
て
い
る

の
か
。

【
各
種
施
策
の
継
続
性
】

Ｑ
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
や
町
民
歌
な
ど
、

ア
イ
デ
ア
や
計
画
が
あ
っ
て
も
長
続

き
し
な
い
。
Ｐ
Ｒ
が
足
り
な
い
の
で
は
。

Ａ
さ
ま
ざ
ま
な
方
策
が
長
続
き
し
な
い

の
は
残
念
で
す
が
、
行
政
だ
け
で
は

な
く
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
考
え
ま
す
。（
町

長
）

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
】

Ｑ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
が
遅
い
の
で

は
な
い
か
。

Ａ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
新
し
い
情
報
を

素
早
く
掲
載
す
る
の
が
原
則
で
す
。

情
報
の
更
新
は
、
掲
載
内
容
に
よ
っ
て
そ
れ

ぞ
れ
の
所
管
課
で
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
指
摘

の
よ
う
に
更
新
で
き
て
い
な
い
部
分
も
あ
り

ま
す
の
で
、
更
新
処
理
を
徹
底
し
ま
す
。

　

ま
た
、
内
容
が
変
わ
ら
な
い
も
の
に
つ
い

て
は
デ
ザ
イ
ン
を
変
え
る
な
ど
、
新
鮮
味
を

持
た
せ
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。（
総
務
部
長
）

【
学
校
耐
震
化
】

Ｑ
学
校
は
災
害
時
の
避
難
所
に
な
る
。

ぜ
ひ
耐
震
化
を
進
め
て
ほ
し
い
。

Ａ
今
年
４
月
１
日
現
在
、
木
造
校
舎
を

除
い
た
本
町
の
小
学
校
、
中
学
校
、

幼
稚
園
の
耐
震
化
率
は
、
県
内
で
３
番
目
に

低
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
地
震
に
弱
い

古
い
校
舎
は
、
耐
震
調
査
を
進
め
、
必
要
が

あ
れ
ば
補
強
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
村
岡
小
学
校
体
育
館
の
耐
震

調
査
を
行
う
予
定
で
す
が
、
調
査
結
果
に

よ
っ
て
は
昨
年
度
調
査
し
た
同
校
の
校
舎
な

ど
と
一
体
的
に
補
強
工
事
を
行
う
計
画
で
す
。

ま
た
、
香
住
中
学
校
の
教
室
な
ど
に
つ
い
て

も
本
年
度
に
耐
震
調
査
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

来
年
度
以
降
、
兎
塚
、
射
添
両
小
学
校
の

体
育
館
、
柴
山
、
射
添
両
幼
稚
園
な
ど
の
調

査
を
進
め
ま
す
が
、
ほ
か
に
も
古
い
校
舎
が
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小
代
区

４
月
28
日 

小
代
区
総
合
セ
ン
タ
ー

【
有
害
鳥
獣
対
策
】

Ｑ
有
害
鳥
獣
対
策
は
、
檻お

り

の
設
置
だ
け

で
は
解
決
で
き
な
い
。
町
外
か
ら
ハ

ン
タ
ー
を
、
さ
ら
に
足
り
な
け
れ
ば
自
衛
隊

を
と
い
う
所
ま
で
、
真
剣
に
取
り
組
ん
で
も

ら
い
た
い
。

Ａ
有
害
鳥
獣
対
策
に
は
今
後
も
積
極
的

に
取
り
組
み
ま
す
が
、
自
衛
隊
の
派

遣
ま
で
は
無
理
だ
と
考
え
ま
す
。

　

狩
猟
期
間
中
は
香
美
町
を
訪
れ
た
ハ
ン

タ
ー
が
捕
っ
て
く
れ
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
の

期
間
に
檻
で
捕
獲
し
た
も
の
は
止
め
さ
し
を

猟
友
会
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

猟
友
会
も
高
齢
化
な
ど
で
今
以
上
の
活
動
が

難
し
い
状
況
で
す
。
ま
た
、
町
と
し
て
猟
銃

免
許
取
得
者
を
増
や
す
よ
う
な
支
援
も
考
え

ら
れ
ま
す
が
、
免
許
取
得
後
の
講
習
会
参
加

あ
り
ま
す
の
で
、
学
校
統
合
も
含
め
総
合
的

に
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。（
教
育

長
）

【
ジ
オ
パ
ー
ク
】

Ｑ
「
ジ
オ
パ
ー
ク
と
い
え
ば
香
住
」
の
イ

メ
ー
ジ
が
強
い
が
、
海
だ
け
で
は
な

い
。
村
岡
に
も
県
指
定
の
海
底
面
の
流

り
ゅ
う
こ
ん痕

化

石
な
ど
が
あ
る
。
な
ぜ
取
り
上
げ
な
い
の
か
。

Ａ
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
は
東
西
に
１

１
０
㎞
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
中
に
は

村
岡
、
小
代
両
区
に
ま
た
が
る
鉢
伏
ジ
オ
エ

リ
ア
も
含
ま
れ
て
い
て
、
ジ
オ
ス
ポ
ッ
ト
と

呼
ば
れ
る
名
所
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
ジ
オ
ス

ポ
ッ
ト
で
は
、
順
次
、
看
板
な
ど
の
整
備
を

進
め
て
い
て
、
今
年
度
は
味
取
の
俵
石
で
の

整
備
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

ご
指
摘
の
流
痕
化
石
も
ジ
オ
ス
ポ
ッ
ト
に

含
ま
れ
る
も
の
と
考
え
ま
す
の
で
、
今
後
、

整
備
を
検
討
し
ま
す
。（
総
務
部
長
）

【
地
区
公
民
館
の
体
制
整
備
】

Ｑ
兎
塚
、
射
添
に
公
民
館
長
を
置
く
と

し
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
体
制
に

な
る
の
か
。

Ａ
地
区
公
民
館
は
小
学
校
区
ご
と
に
設

置
さ
れ
て
い
て
、
町
内
に
は
10
ヵ
所

あ
り
、
そ
の
う
ち
村
岡
区
に
は
３
ヵ
所
あ

り
ま
す
。
現
在
、
村
岡
区
内
の

３
地
区
公
民
館
の
体
制
は
、
村

岡
区
中
央
公
民
館
長
が
ほ
か
の

地
区
公
民
館
の
館
長
を
兼
務
し

て
い
て
、
貸
館
業
務
の
み
兎
塚
、

射
添
両
地
区
公
民
館
で
も
行
っ

て
い
ま
す
。

　

一
方
、
香
住
区
内
の
６
地
区

公
民
館
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
館
長
、

主
事
、
運
営
委
員
が
配
置
さ
れ

て
い
ま
す
。
村
岡
区
内
の
３
地

区
公
民
館
の
今
後
の
体
制
に
つ

い
て
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
話

し
合
い
を
進
め
て
い
く
な
か
で

決
定
す
る
予
定
で
す
が
、
基
本

的
に
は
香
住
区
内
の
地
区
公
民

館
の
体
制
と
同
様
の
も
の
を
考

え
て
い
ま
す
。

　

館
長
な
ど
の
報
酬
は
、
香
住

や
銃
の
保
管
方
法
な
ど
で
個
人
の
負
担
が
大

き
く
な
る
た
め
、
免
許
取
得
の
希
望
者
が
見

込
め
な
い
現
状
で
す
。

　

実
情
に
あ
っ
た
対
策
を
行
う
に
は
、
地
域

の
皆
さ
ん
と
相
談
し
な
が
ら
進
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
の
で
、
お
知
恵
を
お
借
り
し
な
が

ら
対
策
を
講
じ
て
い
き
ま
す
。（
町
長
）

【
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
事
業
】

Ｑ
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
事
業
の

予
算
を
増
額
し
て
も
ら
え
な
い
か
。

Ａ
こ
の
事
業
は
１
件
30
万
円
の
上
限
で

助
成
し
て
い
ま
す
が
、
財
政
上
、
予

算
の
増
額
は
困
難
で
す
。
皆
さ
ん
が
行
っ
て

い
る
地
域
づ
く
り
の
火
付
け
役
に
な
れ
ば
と

の
思
い
で
事
業
化
し
た
も
の
な
の
で
、
事
業

実
施
を
契
機
に
皆
さ
ん
が
地
域
づ
く
り
を
自

主
的
に
行
っ
て
、
地
域
の
活
性
化
を
図
っ
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。（
町
長
）

【
議
会
中
継
】

Ｑ
議
会
中
継
を
地
域
局
で
見
た
が
、
顔

も
よ
く
分
か
ら
ず
、
質
問
者
も
後
ろ

姿
で
声
し
か
聞
こ
え
な
い
。
オ
フ
ト
ー
ク
に

す
れ
ば
映
像
は
な
い
が
家
で
聞
く
こ
と
が
で

き
る
。

Ａ
議
会
中
継
は
、
カ
メ
ラ
を
増
や
し
て

正
面
か
ら
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
見
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。（
町
長
）

　

オ
フ
ト
ー
ク
は
議
会
議
事
を
録
音
し
た
後

で
放
送
す
る
の
で
、
生
放
送
に
は
な
り
ま
せ

ん
。（
小
代
地
域
局
長
）

区
内
の
地
区
公
民
館
を
例
に
挙
げ
れ
ば
、
館

長
で
月
4
万
円
、
主
事
で
月
15
万
円
、
運
営

委
員
で
年
間
２
万
５
０
０
０
円
を
支
払
っ
て

い
ま
す
。

　

体
制
の
整
備
時
期
で
す
が
、
館
長
の
配
置

は
今
年
７
月
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
事
前
に

関
係
す
る
区
長
・
自
治
会
長
に
相
談
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
適
任
者
を
推
薦
い
た
だ
け
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
主
事
、
運
営
委

員
に
つ
い
て
は
、
来
年
４
月
の
配
置
を
予
定

し
て
い
ま
す
。（
教
育
長
）

▼ 4月 23 日、香住会場の様子
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごとまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

地　区
区または

自治会（区）名

区長または

自治会（区）長名

香

住

区

香
住
地
区

境 高村　啓介

一日市 田中　一行

若　松 森　忍

香　住 中村　曉

西香住 上田　昌宏

七日市 倉橋　豊治

駅　前 山本　毅

森 岡　哲雄

間　室 山村　俊雄

油　良 井村　國男

矢　田 谷原　登

下　浜 浜上　重孝

奥
佐
津
地
区

九　斗 柴垣　立美

米　地 稲垣　長門

丹生地 北村　宏明

西下岡 山本　利蔵

下　岡 亀村　庄二

上　岡 竹中　幸生

隼　人 野畑　英文

畑 青山　喜一

大　梶 山盛　和義

三　川 見塚　修

土　生 三上　博章

本見塚 杉立　弥一郎

佐
津
地
区

相　谷 濱名　登

奥安木 安田　勇

浜安木 宮下　徹

訓　谷 山下　義人

無南垣 松森　與志孝

柴
山
地
区

浦　上 藤原　道久

上　計 吉津　克洋

沖　浦 松井　宏彦

長
井
地
区

守　柄 滝下　茂

加鹿野 瀧本　齊

三　谷 原　誠二

大　谷 藤澤　秀興

大　野 小田垣　惠

小　原 原　昌久

中　野 小谷　慎

藤 西岡　眞

八　原 岡野　勲

地　区
区または

自治会（区）名

区長または

自治会（区）長名

香

住

区

余
部
地
区

市　午 谷口　眞治

梶　原 山﨑　順治

浜 米澤　照夫

西 山本　美津男

御　崎 麻町　武司

鎧 藤原　稔

村

岡

区

村
岡
地
区

東　上 横井　健次

東　中 森垣　敏雄

本　町 水口　直美

野々上 荒垣　実世

殿　町 徳田　正賢

水　上 長岡　喜一

川　上 太田　培男

中　西 山田　祥二

新　町 田中　重喜

西本町 南垣　功

用　野 田中　好和

鹿　田 鉄屋　享

相　田 徳山　敏行

神　坂 伊澤　近十郎

萩　山 田中　稔

板仕野 井上　正則

大　糠 田中　芳一

光　陽 太田　進

高　井 中村　一男

寺河内 上地　隆晃

耀　山 東垣　典雄

市　原 西口　正悦

兎
塚
地
区

福　岡 西田　修

八井谷 西谷　俊一

大　野 大林　昌弘

口大谷 田中　剛

中大谷 藤岡　登

大　笹 田邊　文夫

高　坂 津崎　正三

池ヶ平 西井　孝司

和　池 西村　功

森　脇 森　隆

地　区
区または

自治会（区）名

区長または

自治会（区）長名

村

岡

区

兎
塚
地
区

黒　田 長岡　栄市

宿 上田　彬雄

日　影 西村　計一

作　山 山根　和美

射
添
地
区

入　江 山根　清吉

和佐父 森　价紀

和　田 石井　昭男

長　板 田渕　善人

熊　波 諏訪　宏榮

柤　岡 岸　進

丸　味 森脇　薫明

川　会 野村　六合司

高　津 田中　洋介

長　須 奥谷　光正

味　取 岡本　廣治

原 浅田　重男

長　瀬 北村　登

山　田 吉田　常喜

小　城 本谷　正伸

境 尾崎　政夫

小

代

区

神　場 林本　嘉宣

広　井 坂本　良輝

水　間 藤澤　昌彦

野間谷 朝倉　寿文

実　山 井上　幹夫

平　野 長岡　正

茅　野 久保井　孝一郎

新　屋 田野　新一

秋　岡 吉田　博昭

東　垣 中村　健治

佐　坊 井上　克巳

鍛治屋 井上　芳一

貫　田 宮脇　壽一

忠　宮 井上　敏和

久須部 福田　富夫

大　谷 小林　創

城　山 黒野　信幸

神　水 毛戸　良久

石　寺 藤原　敏和

猪之谷 前田　敏

熱　田 田淵　一義

（
52
）

（
21
）

 平成 23 年度 区長・自治会長・自治区長 （敬称略、平成23年 5月 25日 現在）

（
47
）

平成 23年度 町連合自治会
新体制が決定しました

●問い合わせ先　役場総務課・各地域局地域振興課

　5月 25 日、役場本庁舎で町連合自治会総会が行われ、

昨年度の事業報告や今年度の事業計画などの審議が行

われました。併せて、今年度の役員新体制が左記のと

おり承認されました。

　なお、今年度お世話になる区長、自治会長および自

治区長は下表のとおりです。

 平成 23 年度 町連合自治会役員（敬称略）

・会長　山村　俊雄（香住区）

・副会長　横井　健次（村岡区）

　　  　藤澤　昌彦（小代区）

・理事　松井　宏彦（香住区）

　　  　藤澤　秀興（香住区）

　　　  山本美津男（香住区）

　　  　上田　彬雄（村岡区）

　　  　諏訪　宏榮（村岡区）

　　  　宮脇　壽一（小代区）

・会計　亀村　庄二（香住区）

・監事　田中　  剛 （村岡区）

　　  　小林　  創 （小代区）
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【主なマークの意味】

…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

講　座　名 講　座　内　容 担当部署

1 予算から見たまちづくり 平成 23 年度予算から見たまちづくり 財政課

2 町税のしくみ 町税の概要と制度改正 税務課

3 消費者問題 悪徳商法（無料点検商法、架空請求など）から身を守る

町民課4 環境保全とゴミ問題 環境保全とゴミ問題、ゴミの資源化、減量化

5 自主防災 自主防災組織の活動

6 国保・年金・福祉医療制度 国民健康保険の制度と税、国民年金の制度、福祉医療の助成制度 町民課 ･健康課

7 健康づくり 健康づくりに関する栄養、運動指導など

健康課8 後期高齢者医療制度 後期高齢者医療制度の概要

9 特定健診・特定保健指導 特定健康診査、特定保健指導

10 福祉施策 福祉の各種制度（児童福祉、高齢者福祉、障害者福祉など）

福祉課
11 介護保険 介護保険制度（サービスや利用者負担、介護保険料、相談窓口）

12 介護予防 高齢者の転びにくい身体づくりや認知症対策、食生活改善など

13 子育て支援 子育て学習、子育て子育ち支援センターの事業概要

14 山陰海岸ジオパーク 山陰海岸ジオパークの概要とその魅力 観光商工課

15 農振農用地と農地転用 農振農用地の指定と解除、農地転用許可 農林水産課

16 道路網 但馬地域の高速交通網と整備の現状 建設課

17 水道 水道のあらまし
上下水道課

18 下水道のしくみ 浄化センター見学、汚水処理のしくみ（水再生）など（一般対象、小学生対象）

19 歴史文化遺産 歴史文化遺産の解説 教育委員会社会

教育課20 人権講座 ワークショップにより、人権について考える

21 在宅介護 介護の心得と身体のお世話 公立香住病院

平成 23年度 出前講座開講
お気軽にご利用ください！

●問い合わせ（申し込み）先　役場総務課

　出前講座は、町民の皆さんが主催される集まりに、

町職員が無料で講師として出向き、担当する業務につ

いてお話をするものです。

　講座には下表のものがあります。また、要望に応じ

て、これ以外の業務についても、ご説明いたします。

●申し込み方法

　申し込みができるのは、原則、町内に在住、在

勤、在学の 10人以上の団体・グループです。

　開催予定日の 2週間前までに、役場へお申し

込みください。

　なお、開催日時や内容などによっては、変更を

お願いすることがあります。

●開催日時・場所

　原則、平日 13:00 ～ 21:00 までの間で、90 分

以内、会場は町内とします。

●会場の手配など

　会場設営や講座運営は、申し込み団体が行って

ください。会場使用料が必要な場合は、申し込み

団体が負担してください。また、材料費などは、

申し込み団体に負担していただくことがあります。

●開催にあたって

　政治、宗教、営利を目的とした講座には講師を

派遣できません。
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごとまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

後期高齢者医療制度のお知らせ
７月初旬に新しい保険料額決定通知書を送付

●問い合わせ先　役場健康課・各地域局健康福祉課

　　　　　　　　県後期高齢者医療広域連合事務局　℡ 078・326・2021

※ 総所得金額等とは、平成 22 年中の収
入額から公的年金等控除額や給与所
得控除額などを差し引いた額であり、
所得控除（社会保険料控除、扶養控
除など）は含みません。

◇ 保険料の計算方法

平成 23 年度の年間保険料は、均等割額と平成 22 年中の所得を基に計算した所得割額の合計となります。

年間保険料
（最高 50万円）

所得割額
（総所得金額等※－ 33万円）× 8.23％

均等割額

（43,924 円）＝ ＋

被保険者と世帯主の合計所得金額等が
次の金額以下の場合

軽減割合
（カッコ内は軽減後の年間均等割額）

基礎控除額（33万円）かつ被保険者全員の各所得が０円
（年金所得は控除額を 80万円として計算）

　9割（4,392 円）

基礎控除額（33万円）  8.5 割（6,588 円）

 基礎控除額（33 万円）＋ 24.5 万円×被保険者数（被保険者である
世帯主を除く）

　5割（21,962 円）

基礎控除額（33万円）＋ 35万円×被保険者数 　2割（35,139 円）

◇ 保険料の軽減制度

①均等割額の軽減

　同一世帯内（世帯主と世帯内

の被保険者）の平成 22 年中の

総所得金額等が一定の金額以下

の場合、対象となります（軽減

割合は右表のとおり）。

　総所得金額等から 33 万円を引いた額が 58 万

円（年金収入のみの場合は収入金額が 211 万円）

以下の場合に対象となり、所得割額が 5割軽減

されます。

②所得割額の軽減

　後期高齢者医療制度に加入する前日に被用者保

険（会社の健康保険、船員保険、共済組合など）

の被扶養者だった人が対象となり、均等割額は 9

割軽減に、また所得割額は全額免除されます。

③被扶養者だった人の軽減

◇ 保険料の減免制度

　次のいずれかに該当する場合、申請により保険料の減免を受けることができます。

　・災害で大きな損害を受けた場合

　・所得の著しい減少があった場合

　・ ほかの被保険者や世帯主が死亡したことなどにより、世帯の所得が軽減判定基準以下となる場合

　・一定期間給付の制限を受けた場合

◇ 保険料の支払方法

①年金からの支払い【特別徴収】 ②口座振替や納付書での支払い【普通徴収】

　特に手続きは必要はありません。

　また、口座振替による支払いに変更することが

できます。詳しくは役場にご相談ください。

　7月から翌年 3月まで、毎月、納付いただきます。

　また、年金の受給額が年額 18万円未満の人や

後期高齢者医療制度の保険料と介護保険料の合計

額が年金受給額の 1/2 を超える人が対象です。

　後期高齢者医療制度では、被

保険者一人ひとりの所得に応じ

た保険料をご負担いただいてい

ます。

　個別の保険料額は、7月初旬

にお届けする「保険料額決定通

知書」でお知らせします。
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…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

ひとはく ジオパーク
セ
ミ
ナ
ー

　

植
物
や
生
き
物
を
通
し
て
「
ジ
オ
パ
ー

ク
」
を
気
軽
に
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

　

人
と
自
然
の
博
物
館
が
月
１
回
、
町
内

で
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

●今後予定されているイベント（7月～ 9月）

●問い合わせ（申し込み）先　役場観光商工課

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
上
下
水
道
課
・
各
地
域
局
農
林
建
設
課

下
水
道
接
続
に
か
か
る
各
種
支
援
制
度
な
ど
の
ご
案
内

み
ん
な
で
守
ろ
う
「
ふ
る
さ
と
の
美
し
い
海
や
川
」

接
続
工
事
（
改
造
）
資
金
の
借
り

入
れ
に
対
す
る
利
子
補
給
制
度

浄
化
槽
の
「
雨
水
貯
留
槽
」
へ
の

改
造
に
対
す
る
補
助
制
度

　

町
で
は
、
下
水
道
へ
の
接
続
促
進
の

た
め
、
汲
み
取
り
式
や
浄
化
槽
設
置
済

み
の
一
般
家
庭
が
資
金
を
借
り
入
れ
、

下
水
道
へ
の
接
続
工
事
を
行
う
場
合
、

そ
の
利
子
の
一
部
を
補
給
す
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
制
度
を
活
用
し
融
資
を

受
け
る
場
合
に
は
、
工
事
内
容
や
借
り

入
れ
内
容
な
ど
に
つ
い
て
、
事
前
に
町

の
承
認
が
必
要
で
す
。

　

下
水
道
へ
の
接
続
で
不
要
に
な
っ
た

浄
化
槽
を
「
雨
水
貯
留
槽
」
に
改
造
す

る
場
合
、
そ
の
工
事
費
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。

　

な
お
、
今
年
度
の
申
請
期
限
は
来
年

１
月
で
す
。

融
資
の
条
件

　

融
資
金
額
が
30
万
円
以
上
１
５
０
万

円
以
内
で
、
融
資
利
率
は
年
２
・
２
％

の
固
定
利
率
、
償
還
期
間
は
５
年
以
内

利
子
補
給
率

　

下
水
道
供
用
開
始
後
３
年
以
上
経
過

し
た
処
理
区
で
の
接
続
工
事
に
つ
い
て

は
、
融
資
利
率
２
・
２
％
の
う
ち
１
・

０
％
相
当
分
の
利
子
を
町
が
補
給

取
扱
金
融
機
関

　

・ 

町
内
の
但
馬
銀
行
、
但
馬
信
用
金
庫
、

た
じ
ま
農
業
協
同
組
合
、
兵
庫
県
信

用
漁
業
協
同
組
合
連
合
会

　

・
み
な
と
銀
行
香
住
支
店

雨
水
貯
留
槽

　

下
水
道
へ
の
接
続
で
不
要
に
な
っ
た

浄
化
槽
を
貯
留
槽
に
改
造
し
、
た
ま
っ

た
雨
水
を
庭
の
花
や
家
庭
菜
園
の
水
や

り
な
ど
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

・
補
助
額
…
改
造
工
事
費
の
３
分
の
２

　
　
　
　
　

（
上
限
10
万
円
）

開催日時 集合場所など 受講料 定員 対象 申込期限

夏の山陰海岸～ユウスゲと海岸の花々（今子浦・岡見公園で海岸に咲く植物を観察）

7月 16日（土） 13:00 ～ 16:40 香美町海の文化館集合
大人 500 円

小・中学生 200 円
30 人

小学校高学年

以上
6月 26日（日）

瀞川渓谷の滝と溶岩ハイキング（瀞川渓谷を散策し、周囲の岩石や瀞川滝を見学）

8月 20日（土） 10:00 ～ 16:00 道の駅 村岡ファームガーデン
大人 500 円

小・中学生 300 円
30 人

小学校高学年

以上
7月 31日（日）

名画・名景に見る人と自然（人と自然の調和の風景について討論）

9月 17日（土） 13:30 ～ 15:00 香住区中央公民館
大人 500 円

中学生 300 円
30 人 中学生以上 8月 28日（日）

　

右
記
以
外
で
、
地
下
水
の
か
ん
養
や

水
資
源
の
有
効
活
用
を
図
る
た
め
に
設

置
す
る
「
雨
水
貯
留
施
設
」
や
「
雨
水

浸
透
施
設
」
の
整
備
に
対
し
て
補
助
を

行
い
ま
す
。

　

な
お
、
今
年
度
の
申
請
期
限
は
来
年

１
月
で
す
。

雨
水
貯
留
施
設

　

屋
根
に
降
っ
た
雨
水
を
タ
ン
ク
（
容

量
２
０
０
ℓ
以
上
が
補
助
対
象
）
に
た

め
て
、
庭
の
花
や
家
庭
菜
園
の
水
や
り

な
ど
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

・
補
助
額
… 

購
入
費
お
よ
び
設
置
工
事

費
の
３
分
の
２
（
上
限
５

万
円
）

雨
水
浸
透
施
設

　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
し
た
敷
地
で
も
、

屋
根
に
降
っ
た
雨
水
を
地
下
に
浸
透
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
補
助
額
… 

購
入
費
お
よ
び
設
置
工
事

費
の
３
分
の
２
（
上
限
５

万
円
）

雨
水
を
活
用
す
る
施
設
の
設
置
に

対
す
る
補
助
制
度

浄化槽の「雨水貯留槽」への改造や「雨水貯

留施設」、「雨水浸透施設」のイメージ図【 】
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７
月
24
日
に
ア
ナ
ロ
グ
放
送
が
終
了
！

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
企
画
課

　
　
　
　
　
　
　
　

デ
ジ
サ
ポ
兵
庫　

℡
０
７
８
・
３
３
０
・
０
１
０
１

地
デ
ジ
の
準
備
は
お
済
み
で
す
か
？

　

今
年
７
月
24
日
、
現
在
の
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ

ビ
放
送
は
終
了
し
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ

放
送
（
地
デ
ジ
）
に
移
行
し
ま
す
。

　

現
在
、
す
べ
て
の
皆
さ
ん
が
地
デ
ジ
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ

ポ
ー
ト
体
制
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

「
突
然
テ
レ
ビ
が
映
ら
な
く
な
っ
た
」
と

い
う
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
準
備
を
進

め
ま
し
ょ
う
。

　

地
デ
ジ
を
見
る
た
め
に
は
、
①
Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア

ン
テ
ナ
に
よ
る
個
別
受
信
、
②
共
聴
組
合
な

ど
の
共
同
受
信
施
設
を
利
用
、
③
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
に
加
入
な
ど
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
多
く
の
家
庭
が
利
用
す
る
①
、

②
の
方
法
で
も
、
地
デ
ジ
対
応
テ
レ
ビ
か
地

デ
ジ
対
応
チ
ュ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
な
け
れ
ば

地
デ
ジ
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

現
在
、
総
務
省
は
経
済
的
な
理
由
で
地
デ

ジ
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
世
帯
に
対
し
て
、

『
簡
易
な
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
の
無
償
給
付
』

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
申
込
期
限
は
７
月
24
日
（
日
）
で

す
。
お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

ア
ナ
ロ
グ
放
送
終
了
ま
で
…

※
本
号
の
発
行
日
（
６
月
９
日
）
を
も
と
に
計
算

※

あ
と

45
日
で
す
！

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
全
額
免
除
世
帯

支
援
対
象
世
帯

　

生
活
保
護
世
帯
や
障
害
者
非
課
税
世
帯
な

ど
で
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
が
全
額
免
除
と

な
っ
て
い
る
世
帯

支
援
内
容

　

地
デ
ジ
受
信
に
必
要
な
簡
易
な
チ
ュ
ー

ナ
ー
１
台
を
無
償
給
付
し
ま
す
。
ま
た
、
必

要
に
応
じ
て
ア
ン
テ
ナ
改
修
費
や
共
同
受
信

施
設
の
改
修
経
費
の
う
ち
対
象
世
帯
が
負
担

す
る
額
を
給
付
し
ま
す
。

　

な
お
、
支
援
は
現
物
支
給
で
す
。
各
自
が

購
入
し
た
機
器
の
費
用
を
精
算
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
（
申
し
込
み
）
先

　

総
務
省
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援
実
施
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
５
７
０
・
03
・
３
８
４
０

　

 （
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
９
時
、
土
、
日
、
祝
日
午
前
９
時
〜
午
後
６
時
）

町
民
税
非
課
税
世
帯

支
援
対
象
世
帯

　

世
帯
全
員
が
町
民
税
非
課
税
の
世
帯

支
援
内
容

　

地
デ
ジ
受
信
に
必
要
な
簡
易
な
チ
ュ
ー

ナ
ー
１
台
を
無
償
給
付
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
チ
ュ
ー
ナ
ー
は
各
自
で
設
置

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ア
ン
テ
ナ
工
事
な

ど
が
必
要
な
場
合
は
各
自
で
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
設
置
方
法
と
操
作
方
法
は
電
話
で
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。

低
所
得
者
な
ど
へ
の

地
デ
ジ
視
聴
支
援

　

地
デ
ジ
移
行
へ
の
対
応
が
で
き
て
い
な
い

人
を
対
象
に『
地
デ
ジ
臨
時
相
談
コ
ー
ナ
ー
』

を
開
設
し
ま
す
。

期　

間

　

６
月
15
日
（
水
）
〜
８
月
26
日
（
金
）

と
こ
ろ

　

役
場
本
庁
舎

内　

容

　

デ
ジ
サ
ポ
な
ど
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
直
通

電
話
を
設
置
し
ま
す
。
ま
た
、
必
要
が
あ
れ

ば
電
話
相
談
後
に
戸
別
訪
問
な
ど
を
行
い
ま

す
。

地
デ
ジ
視
聴
な
ど
に
関
す
る

相
談
コ
ー
ナ
ー
を
開
設

問
い
合
わ
せ
（
申
し
込
み
）
先

　

総
務
省
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援
実
施
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
５
７
０
・
02
・
３
７
２
４

　

 （
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
９
時
、
土
、
日
、
祝
日
午
前
９
時
〜
午
後
６
時
）

悪質商法に
　　ご注意を！

　テレビの調査会社やアンテナ工

事業者を装って、地デジ放送を受

信するための費用を不正に請求し

たり、工事の勧誘を行うなどの「地

デジ詐欺」が起きています。

　地デジ放送に関する誤った情報

や不十分な情報に基づいて関連商

品・サービスを売りつける悪質商

法にご注意ください。

　地デジに関して、疑わしい工事

の勧誘を受けた場合や身に覚えの

ない工事代金の請求を受けた場合

には、すぐに支払わず、最寄りの

警察署や役場消費生活相談窓口

（左ページを参照）などへご相談

ください。 
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【主なマークの意味】

…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

　

介
護
に
関
す
る
こ
と
や
健
康
づ
く
り
、
ま

た
福
祉
医
療
な
ど
で
お
困
り
の
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
ど
ん
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

＜消費生活相談窓口＞
●役場消費生活相談窓口

　（役場町民課内）

　℡ 0796・36・1941（直通）

●たじま消費者ホットライン

　℡ 0796・23・1999

※相談無料で秘密は厳守 !!

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　

い
き
い
き
相
談
セ
ン
タ
ー
（
役
場
福
祉
課
内
）

　
　

℡
０
７
９
６
・
36
・
４
０
０
４
（
直
通
）

通
信

い
き
い
き

か
ら
だ
楽
ラ
ク
ダ
教
室

か
ら
だ
楽
ラ
ク
ダ
教
室

　

運
動
不
足
の
ほ
か
、
食
事
の
偏
り
や
お
口

の
中
の
障
害
に
よ
る
栄
養
不
足
や
感
染
症
な

ど
で
要
介
護
状
態
に
な
る
人
が
増
え
て
い
ま

す
。

　

町
で
は
、
町
ぐ
る
み
総
合
健
診
や
健
康
教

室
な
ど
で
、
65
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
自
分

の
日
常
生
活
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
「
生
活
機
能

に
関
す
る
問
診
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

問
診
で

｢

足
腰
が
弱
く
な
っ
た｣

、「
よ
く
つ

ま
ず
く｣

な
ど
日
常
の
ち
ょ
っ
と
し
た
体
の

変
化
が
気
に
な
る
と
答
え
た
人
を
対
象
に

『
か
ら
だ
楽
ラ
ク
ダ
教
室
』（
下
表
）
を
開
催

し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
イ
ス
に
座
っ
て
行
う
運
動
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
や
、
お
口
や
栄
養
に
つ
い
て
学

ぶ
介
護
予
防
教
室
で
、
対
象
地
区
ご
と
に
開

催
期
間
中
に
６
回
（
２
週
間
に
１
回
程
度
）

行
い
ま
す
。

　

『
ラ
ク
ダ
の
こ
ぶ
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
貯
蔵

庫
』。
日
常
生
活
が
楽
し
く
過
ご
せ
る
ポ
イ

ン
ト
を
学
ん
で
、
元
気
を
貯
蓄
し
ま
せ
ん
か
。

　

な
お
、
日
程
な
ど
詳
し
い
内
容
は
対
象
者

に
個
別
に
ご
案
内
し
ま
す
。

一
緒
に
学
ん
で
元
気
を
「
貯
蔵
」

～ 賢い消費者になりましょう！ ～

消 生 活費 相談

◇ 「からだ楽ラクダ教室」 地区別開催一覧 ◇

対象地区 開催場所 開催期間

香住・奥佐津・佐津・柴山地区 役場本庁舎 8月 18日（木）～ 11月 10 日（木）

長井地区 長井地区公民館 11月 24 日（木）～ 3月 15日（木）

余部地区 余部地区公民館 11月 17 日（木）～ 3月 7日（水）

兎塚・村岡地区 村岡リハビリセンター 9月 6日（火）～ 12月 6日（火）

射添地区 射添地区公民館 9月 13日（火）～ 12月 13 日（火）

小代区 小代地域局 8月 24日（水）～ 11月 22 日（火）

※開催時間はいずれも 13:30 ～ 15:30

消費者問題の研修会を開催！

悪質商法を事前に学んで「鬼に金棒」

　役場消費生活相談窓口では、皆さんが消費者

被害から身を守るために次のような取り組みを

行っています。

　ひとごとではありません！いつ悪質な業者に

狙われるか分かりませんので、その手口などを

事前に学んで、安心な消費生活を送りましょう。

◇出前講座

　悪質商法から身を守るための対処法や悪質業

者の撃退法などを役場消費生活相談員が最近の

事例を交えて説明します。

　申し込み方法などは本号 5ページをご覧く

ださい。

◇啓発ビデオの貸し出し

　悪質商法や振り込め詐欺などの撃退法を紹介

した啓発ビデオを無料で貸し出しています。

　各種団体などの研修会などでご利用ください。

　5月 16 日、民生・児童委員協議会総会で消費

者問題の啓発研修を行いました。

　冒頭、香美町くらしのクリエイターの皆さんが

催眠商法を題材にした紙芝居を行った後、たじま

消費者ホットラインの相談員が寸劇を披露。

　相談員が高齢者や悪質業者に扮
ふん

した寸劇では、

布団のクリーニングや屋根瓦の点検・補修工事な

ど、実際にある訪問販売の被害をユーモアを交え

て演じ「あきらめずに早めの相談を」と会場に呼

びかけました。

▲
寸
劇
を
熱
演
す
る
相
談
員
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町
で
は
、
若
者
の
雇
用
拡
大
と
産
業
振
興

を
図
る
た
め
、
企
業
立
地
促
進
条
例
と
若
者

雇
用
促
進
奨
励
金
交
付
要
綱
を
制
定
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

若
者
（
35
歳
未
満
）
の
新
規
雇
用
を
奨
励

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
観
光
商
工
課
・
各
地
域
局
地
域
振
興
課

雇
用
の
拡
大
と
産
業
振
興

◇
企
業
立
地
促
進
条
例
と
は
…

　

一
定
要
件
を
満
た
す
新
・
増
設
の
企
業
を
対
象

　

と
し
、
工
場
な
ど
の
設
置
や
若
者
の
新
規
雇
用

　

を
奨
励
す
る
も
の

◇
若
者
雇
用
促
進
奨
励
金
交
付
要
綱
と
は
…

　

企
業
立
地
促
進
条
例
の
対
象
外
の
新
・
増
設
の

　

企
業
や
す
で
に
操
業
し
て
い
る
事
業
所
で
の

　

若
者
の
雇
用
を
奨
励
す
る
も
の

入札参加資格の追加登録申請
入札に参加を希望する事業者の皆さんへ

●問い合わせ先　北但行政事務組合　℡ 0796・24・5504

受
付
対
象
種
別

　

建
設
工
事
や
測
量
・
建
設
な
ど
の
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
業
務
、
物
品
製
造
な
ど

入
札
参
加
資
格
の
有
効
期
限

　

平
成
24
年
３
月
31
日

申
請
書
の
受
付
期
限
と
提
出
先　

　

７
月
８
日
（
金
）
ま
で
に
同
組
合
に
申
請

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
郵
送
可
）。

　

〒
６
６
８
‐
０
０
１
１

　
　

豊
岡
市
上
陰
１
７
８
番
地
の
１

　
　

北
但
行
政
事
務
組
合　

施
設
整
備
課

申
請
書
の
様
式
な
ど

　

申
請
書
の
様
式
や
提
出
要
領
は
、
同
組
合

事
務
所
の
窓
口
で
配
付
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
同
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.

hokutan.jp/

）
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

　

北
但
行
政
事
務
組
合
の
行
う
入
札
に
参
加

を
希
望
す
る
事
業
者
は
、
入
札
参
加
資
格
審

査
申
請
書（
指
名
願
）を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
す
で
に
平
成
22
〜
23
年
度
の
２
年

間
を
有
効
と
す
る
申
請
を
行
っ
た
事
業
者
は
、

今
回
、
あ
ら
た
め
て
提
出
す
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
（
新
規
で
の
受
け
付
け
を
希
望
す
る

事
業
者
が
対
象
と
な
り
ま
す
）。

　

審
査
の
結
果
、
入
札
参
加
資
格
を
有
す
る

と
認
め
ら
れ
た
事
業
者
は
、
同
組
合
の
入
札

参
加
資
格
名
簿
に
登
載
し
ま
す
が
、
こ
れ
に

よ
り
必
ず
入
札
へ
の
参
加
が
約
束
さ
れ
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

条
例
と
要
綱
の
概
要

企
業
立
地
促
進
条
例

若
者
雇
用
促
進
奨
励
金
交
付
要
綱

交
付
対
象
と
な
る
雇
用
条
件

町
内
に
住
所
を
有
す
る
35
歳
未
満
の
人
を

新
規
に
雇
用　
　

町
内
に
住
所
を
有
す
る
35
歳
未
満
の
人
を

新
規
に
雇
用　
　

交
付
対
象
と
な
る
投
資
額

土
地
、
建
物
、
償
却
資
産
の
取
得
費
が
５

０
０
０
万
円
以
上

無
し

業
種

農
林
業
、
漁
業
、
製
造
業
、
情
報
通
信
業
、

運
輸
業
、
卸
売
業
、
飲
食
業
、
宿
泊
業
、
サ
ー

ビ
ス
業

業
種
の
指
定
は
無
し

除
外
企
業

風
俗
営
業
お
よ
び
性
風
俗
関
連
特
殊
営
業

の
企
業　
　
　

・ 

風
俗
営
業
お
よ
び
性
風
俗
関
連
特
殊
営

業
の
事
業
所

・ 

町
か
ら
運
営
費
な
ど
の
補
助
を
受
け
て

い
る
事
業
所　
　

従
業
員
の
身
分

常
時
雇
用
さ
れ
る
人

常
時
雇
用
さ
れ
る
人

交
付
対
象
人
数

初
年
度
は
３
人
以
上

１
人
か
ら

交
付
対
象
時
期

工
場
な
ど
の
新
増
設
の
と
き
か
ら
５
年
間

対
象
者
が
あ
れ
ば
毎
年
で
も
可

交
付
額

1
人
あ
た
り
15
万
円

1
人
あ
た
り
10
万
円

交
付
限
度
額

６
０
０
万
円

無
し

交
付
対
象
に
な
る
雇
用
年
数

１
年
以
上

３
年
以
上

奨
励
金
の
請
求

雇
用
し
た
日
か
ら
１
年
後

雇
用
し
た
日
か
ら
１
年
後

交
付
対
象
と
な
る
被
雇
用
者

の
雇
用
年
数
経
過
後
の
報
告

義
務

必
要
無
し

雇
用
し
た
日
か
ら
３
年
後
に
報
告
必
要
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【主なマークの意味】

…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

みなさんに

にじゅうまる

　

３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
支
援
の
た
め
、

本
町
で
は
３
月
14
日
か
ら
義
援
金
の
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
、
町
民
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
事
業
所
、
関
係
団

体
な
ど
か
ら
多
大
な
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
寄
付
い
た

だ
い
た
皆
さ
ん
に
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ご
寄
付
い
た
だ
い
た
義
援
金
は
、
町
か
ら
日
本
赤
十
字
社
に
随

時
、
送
金
し
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
の
募
金
額
と
送

金
額
に
つ
い
て
ご
報
告
し
ま
す
（
左
表
）。

　

な
お
、
義
援
金
は
、
日
本
赤
十
字

社
を
通
じ
て
被
災
県
な
ど
で
構
成
さ

れ
た
義
援
金
配
分
委
員
会
に
送
ら
れ
、

同
委
員
会
の
配
分
計
画
に
基
づ
き
東

日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
人
々
の
た

め
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

 
温
か
い
ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

東
日
本
大
震
災 

義
援
金
の
報
告

区分 募金額

区・自治会分 10,355,572 円

募金箱、団体分 13,021,929 円

個別分 487,414 円

計 23,864,915 円

区分別の募金額（5月 27 日現在）

回数 送金日 送金額

第 1回 3月 31日 10,000,000 円

第 2回 4月 15日 7,750,940 円

第 3回 4月 22日 5,396,597 円

第 4回 5月 13日 236,718 円

第 5回 5月 27日 480,660 円

計 23,864,915 円

これまでの送金額（5月 27 日現在）

 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

町
内
か
ら
表
彰
受
賞
者
が
あ
り
ま
し
た

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

法
務
省
人
権
擁
護
局
長
感
謝
状

　
　

田
中 

基
彦
（
村
岡
区
村
岡
）

近
畿
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
長
表
彰

　
　

西
村 

計け

い

い

ち一
（
村
岡
区
日
影
）

　
　

畑
中 

清
司
（
香
住
区
一
日
市
）

兵
庫
県
功
労
者
表
彰

　

【
県
政
功
労
】

　
　

伊
藤 

久ひ

さ

か

ず一
（
但
馬
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
委
員
、
香
住
区
一
日
市
）

　

【
自
治
功
労
】

　
　

藤
原 

久
嗣
（
前
香
美
町
長
、
香
住
区
浦
上
）

　
　

山
本 

賢
司
（
香
美
町
議
会
議
員
、
村
岡
区
作
山
）

　

【
農
林
水
産
功
労
】

　
　

石
垣 

健
三
（
北
但
西
部
森
林
組
合
代
表
理
事
組
合
長
、村
岡
区
高
津
）

 
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た

▲感謝状を贈呈される本城さん

　

長
年
、
消
防
団
の
運
営
に
尽
力
さ
れ
、
地
域
防
災
の
進
展
と
町

民
生
活
の
安
定
に
寄
与
さ
れ
た
功
績
に
対
し
て
、
３
月
31
日
付
で

勇
退
さ
れ
た
前
香
美
町
消
防
団
長 

本
城
繁
信
さ
ん
（
小
代
区
秋

岡
）
に
長
瀬
町
長
か
ら
感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。

　

本
城
さ
ん
は
約
50
年
間
に
わ
た
り
消
防
活
動
に
精
励
さ
れ
、
在

職
中
に
は
旧
美
方
町
の
消
防
団
長
を
４
年
８
ヵ
月
、
香
美
町
の
消

防
団
長
を
２
期
６
年
間
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

本
城
さ
ん
は
「
皆
さ
ん
の
協
力
の
お
か
げ
で
大
過
な
く
過
ご
せ

ま
し
た
」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごとまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

文 

芸 

か 

み

香
住
短
歌
会

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
香
美
町
文
化
協
会
所
属

　

の
各
団
体
の
俳
句
・
短
歌
を
毎
月
掲
載
し
ま
す
。

ハ
ナ
ミ
ズ
キ
は
空
を
仰
い
で
万
歳
と
無
数
の
花
を
咲
き

誇
ら
せ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
井 

清
子

春
の
声
確
か
め
た
く
て
野
に
出
れ
ば
土
の
動
け
る
気
配

み
ち
た
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
本 

道
代

今
子
浦
恋
し
く
想
う
ゆ
う
す
げ
の
花
開
く
と
き
夕
陽
沈

み
ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
西 

弘

そ
ば
に
い
て
見
て
い
る
だ
け
で
頬
ゆ
る
む
ま
ん
ま
る
顔

の
孫
の
寝
顔
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
端 

幸
代

山
里
の
車
窓
に
届
く
花
ふ
ぶ
き
香
住
道
路
は
今
朝
１
℃

で
し
た　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
西 

松ま

つ

こ子

そ
の
ま
ま
に
し
て
い
る
部
屋
か
ら
亡な

き

つ

ま夫
の
匂
い
い
つ
し

か
消
え
て
今
日
七
回
忌　
　
　
　
　
　
　

嶋
田 
冨
美
代

三
陸
の
リ
ア
ス
の
岸
に
波
よ
せ
て
世
界
は
ハ
ラ
ハ
ラ
と

桜
咲
く
国
を
眺
む　
　
　
　
　
　
　
　
　

滝
本 

正
直

平
常
の
事
み
な
感
謝
と
痛
感
す
大
震
災
の
被
災
者
思
え

ば　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

玉
置 

美
佐
子

折
々
に
電
話
か
け
く
る
は
な
れ
住
む
子
の
声
今
日
は
や

わ
ら
か
く
聞
ゆ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村 

典
子

一
献
の
茶
に
託
さ
る
る
秀
吉
の
ま
こ
と
を
見
た
り
茶
々

は
ゆ
ら
ぎ
ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

沼
田 

和
代

日
に
幾
度
も
フ
ラ
シ
ュ
バ
ッ
ク
し
て
ど
う
し
て
も
消
去

で
き
な
い
津
波
の
映
像　
　
　
　
　
　
　

原
田 

明
美

る
い
る
い
と
死
者
の
名
前
を
並
べ
い
る
朝
刊
た
た
む
黙

祷
の
の
ち　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原 

町
子

春
う
ら
ら
灯
台
訪
ね
沖
に
向
き
憂
い
事
吐
き
出
し
精
気

吸
い
込
む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
田 

素も

と

こ子

◆
定
例
会　

（
香
住
区
中
央
公
民
館
）

　

毎
月
第
二
木
曜
日　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

　広報「ふるさと香美」第 74 号 ( 平成 23 年 5 月号 )

の記事に、以下のとおり誤りがありました。

　関係者の皆様には大変ご迷惑をおかけいたしました

ことをお詫びして、訂正いたします。

・ 13 ページの「こんにちは、赤ちゃん」の記事のうち、

村岡区光陽 大城優さん・由紀さんのお子さんのお名

前が「優吾」さんとありますが、正しくは「優
ゆ う ご

悟」さ

んでした。

◆お詫びと訂正◆

気になったら受けてみんせぇ
エイズ検査（無料・要予約）

●問い合わせ先　豊岡健康福祉事務所　℡ 0796・26・3660

　エイズは感染後 10年くらい症状が出ないため、検

査を行い、早く気付くことが大切です。

　豊岡健康福祉事務所では、下記のとおりＨＩＶ（エ

イズ）検査や相談を受け付けています。

　なお、この検査や相談では住所や名前などを知らせ

ずに行うことができます。

●と　き

　・通常検査

　　　毎月第 2、第 4火曜日　9:15 ～ 11:15

　・夜間検査

　　　6月 30日（木）、17:00 ～ 19:00 受付

●ところ

　豊岡健康福祉事務所（豊岡市幸町 7-11）

疑問や不安、ありませんか？
出張年金相談窓口を開設（無料）

●問い合わせ先　役場町民課・各地域局健康福祉課

　　　　　　　　豊岡年金事務所　℡ 0796・22・0948

　豊岡年金事務所が出張年金相談窓口を開設します。

　相談には、年金手帳などの基礎年金番号がわかるも

のをご持参ください。

　なお、代理でお越しになる場合は、委任状と代理者

の身分証明書が必要です。

●と　き

　7月 27日（水）10:00 ～ 16:00

●ところ

　役場本庁舎
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【主なマークの意味】

…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

求人情報
詳細はハローワークにおたずねください

（平成 23年 5月 20 日現在、順不同）

●問い合わせ先　ハローワーク香住　　　

　　　℡ 0796・36・0137

　

新
年
度
が
始
ま
っ
て
２
ヵ
月

あ
ま
り
。
何
か
と
慌
た
だ
し
い

毎
日
を
送
っ
て
い
る
と
、
時
が

経
つ
の
を
早
く
感
じ
て
し
ま
い

ま
す
。
▼
電
波
法
の
改
正
で
ア

ナ
ロ
グ
放
送
の
停
波
方
針
が
打

ち
出
さ
れ
た
の
は
今
か
ら
10
年

前
の
平
成
13
年
の
こ
と
。
先
の

こ
と
と
思
っ
て
い
た
こ
と
が
、

気
が
つ
け
ば
２
ヵ
月
を
切
り
ま

し
た
。
や
は
り
、
時
が
経
つ
の

は
早
い
も
の
で
す
。
▼
さ
て
、

皆
さ
ん
は
地
デ
ジ
の
準
備
は
お

済
み
で
す
が
。
ま
だ
大
丈
夫
な

ん
て
思
っ
て
い
る
と
、
あ
っ
と

い
う
間
か
も
。（
み
う
ら
）

ー
編
集
後
記
ー

こんにちは、赤ちゃん

※ このコーナーは、先月（4/21 ～ 5/24）の届出分の内、
承諾を得た方のみ掲載しています。（届出順・敬称略）

※ このコーナーは、先月（4/21 ～ 5/24）の届出分の内、
承諾を得た方のみ掲載しています。（届出順・敬称略）

お悔やみ申し上げます

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

写真でつづる
まちのできごと

Photo News
若
者
の
ア
イ
デ
ア
を
町
政
へ
！

香
美
町
若
者
ま
ち
づ
く
り
懇
話
会
が
提
言
書
を
提
出
（
４
月
19
日
、
役
場
本
庁
舎
）

　

ま
ち
づ
く
り
に
自
分
た
ち
の
意
見
を
反
映
し
て
も
ら
お
う
と
、
平
成
17
年
の
香

美
町
誕
生
と
と
も
に
設
置
さ
れ
た
香
美
町
若
者
ま
ち
づ
く
り
懇
話
会
（
今
西
康
喜

座
長
、
25
人
）
が
、
昨
年
度
に
検
討
を
重
ね
て
と
り
ま
と
め
た
提
言
書
を
長
瀬
町

長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
提
言
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
に
つ
い
て
町
に
対
し
て
机
上
の
意

見
を
述
べ
る
だ
け
で
は
な
く
、
目
に
見
え
る
も
の
、
形
に
残
る
も
の
を
作
製
し
、

町
に
対
す
る
提
言
と
と
も
に
同
会
と
し
て
町
内
外
に
情
報
を
発
信
し
て
い
こ
う
と

い
う
工
夫
も
凝
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

同
会
が
作
製
し
た
「
香
美
町
え
え
と
こ
マ
ッ
プ
」
は
そ
の
一
つ
で
、
知
っ
て
い

そ
う
で
意
外
と
知
ら
な
い
町
内
の
「
え
え
と
こ
」、
計
16
ヵ
所
を
同
会
委
員
が
選

び
紹
介
。観
光
マ
ッ
プ
に
は
載
っ
て
い
な
い
、お
気
に
入
り
の
場
所
や
生
ま
れ
育
っ

た
場
所
を
、
委
員
自
ら
が
コ
メ
ン
ト
を
付
け
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
の
子
ど
も
や
高
齢
者
な
ど
に
も
っ
と
ジ
オ
ス
ポ
ッ
ト
を
知
っ
て
も

ら
い
と
試
作
さ
れ
た
「
香
美
町
ジ
オ
ス
ポ
ッ
ト 

ト
ラ
ン
プ
か
る
た
」
は
、
今
西

座
長
が
長
瀬
町
長
の
前
で
実
演
。
本
来
、
ト
ラ
ン
プ
は
ジ
ョ
ー
カ
ー
２
枚
を
含
め

て
54
枚
１
組
で
す
が
、
今
回
は
試
作
の
た
め
16
枚
を
用
意
。
ト
ラ
ン
プ
や
か
る
た

と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
子
ど
も
に
人
気

の
バ
ト
ル
カ
ー
ド
と
し
て
も
遊
べ
、
楽
し

み
な
が
ら
ジ
オ
ス
ポ
ッ
ト
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

今
西
座
長
は
「
今
回
の
提
言
で
は
、
実

現
で
き
そ
う
な
も
の
を
選
ん
で
委
員
自
ら

が
形
に
し
た
。
子
ど
も
や
高
齢
者
に
も
楽

し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
工
夫
を
凝
ら
し
た

の
で
、
ぜ
ひ
町
政
に
生
か
し
て
も
ら
い
た

い
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、「
香
美
町
え
え
と
こ
マ
ッ
プ
」

は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▲長瀬町長にトランプかるたの説明をする委員の皆さん

三
連
休
の
最
後
の
日

道
の
駅
ハ
チ
北
オ
ー
プ
ン
14
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
（
５
月
５
日
、
道
の
駅
ハ
チ
北
）

　

香
美
町
の
南
の
玄
関
口
で
、
平
成
10
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た

道
の
駅
ハ
チ
北
（
村
岡
区
福
岡
）
で
５
月
５
日
、福
岡
振
興
会
（
西

谷
治
会
長
、
26
人
）
の
主
催
に
よ
る
道
の
駅
ハ
チ
北
オ
ー
プ
ン
14

周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
晴
天
の
な
か
、
訪
れ
た
多
く
の

人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
道
の
駅
ハ
チ
北
名
物
の
「
よ
も
ぎ
も
ち
」
や
但
馬

牛
コ
ロ
ッ
ケ
の
販
売
の
ほ
か
、
輪
投
げ
、
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
な
ど
子

ど
も
の
遊
び
場
コ
ー
ナ
ー
、
綿
菓
子
の
無
料
配
布
な
ど
が
行
わ
れ
、

子
ど
も
た
ち
は
「
お
も
し
ろ
か
っ
た
」、「
お
腹
い
っ
ぱ
い
」
と
笑

顔
で
三
連
休
最
後
の
日
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

京
阪
神
か
ら
観
光
で
香
美
町
を
訪

れ
て
い
た
家
族
連
れ
は
「
途
中
に
立

ち
寄
っ
た
道
の
駅
で
こ
の
よ
う
な
イ

ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
て
い
る
と
は
思
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
子
ど
も
た
ち
も
満

足
し
て
ま
す
し
、
も
ち
つ
き
も
見
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
来
年

も
遊
び
に
き
ま
す
」
と
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

家
族
連
れ
で
大
賑
わ
い
！

▲興味深そうにもちつきを見る親子連れ
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新
鮮
な
「
磯
の
幸
」
を
満
喫
！

今
子
浦
わ
か
め
ま
つ
り
（
５
月
５
日
、
香
住
区
境
「
今
子
浦
」）

　

日
本
海
の
潮
の
香
り
が
口
い
っ
ぱ
い
に
広
が
る
、
こ
の
時
期
が
旬
の
わ

か
め
を
多
く
の
人
に
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
ス
タ
ー
ト
し
た
「
今
子
浦
わ

か
め
ま
つ
り
（
但
馬
山
陰
海
岸
魅
力
あ
ふ
れ
る
道
づ
く
り
香
美
町
推
進
協

議
会 

今
子
浦
検
討
部
会
主
催
）」
も
今
年
が
４
回
目
。

　

５
月
５
日
、
か
え
る
島
や
千
畳
敷
を
望
む
香
住
区
境
の
今
子
浦
で
行
わ

れ
た
こ
の
ま
つ
り
に
は
、
町
内
外
か
ら
家
族
連
れ
な
ど
多
く
の
皆
さ
ん
が

参
加
。
事
前
の
予
想
を
上
回
る
大
盛
況
で
、
準
備
し
て
い
た
生
わ
か
め
の

お
土
産
が
足
り
な
い
な
ど
、
う
れ
し
い
悲
鳴
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
波
が
高
く
、
千
畳
敷
で
予
定
さ
れ
て
い
た
わ
か
め
刈
り
は
場

所
を
移
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
用
意
さ
れ
た
長
さ
２
ｍ
ほ
ど
の

鎌
を
使
い
、
海
の
中
で
揺
ら
ぐ
わ
か
め
を
採
ろ
う
と
奮
闘
。
時
折
、
磯
に

打
ち
つ
け
る
波
に
衣
服
を
ぬ
ら
し
な
が
ら
も
、
子
ど
も
た
ち
は
歓
声
を
上

げ
な
が
ら
わ
か
め
刈
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
、
お
待
ち
か
ね
の

わ
か
め
の
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
鍋
に
は
、
朝
と
れ
た
て
の
生
わ
か
め
を
た
っ
ぷ

り
と
準
備
。
湯
に
く
ぐ
ら
せ
て
鮮
や
か
な
緑
色
に
な
っ
た
わ
か
め
を
ポ
ン

酢
や
ご
ま
だ
れ
で
食
べ
た
参
加
者
か
ら
は
、「
こ
ん
な
食
べ
方
初
め
て
」、

「
す
ご
い
お
い
し
い
」
な
ど
の
声
も
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
文
字

ど
お
り
魚
を
「
一
網
打
尽
」

に
す
る
地
び
き
網
も
行
わ

れ
る
な
ど
、
今
子
浦
に
は

三
連
休
の
最
後
を
わ
か
め

と
磯
遊
び
で
過
ご
し
た
参

加
者
の
笑
顔
で
あ
ふ
れ
て

い
ま
し
た
。

▲長い鎌と打ちつける波に悪戦苦闘するわかめ刈り参加者

元
気
に
大
き
く
育
っ
て
ね
！

ど
ん
ぐ
り
保
育
園
の
園
児
が
ウ
ナ
ギ
を
放
流
（
５
月
20
日
、
村
岡
区
入
江 

矢
田
川
河
川
敷
）

　

生
息
数
が
年
々
減
少
し
て
い
る
ウ
ナ
ギ
を
増
や
そ
う
と
、
ど
ん
ぐ
り

保
育
園
（
野
村
佳
子
園
長
、
29
人
）
の
３
、
４
歳
児
17
人
が
同
園
そ
ば

の
矢
田
川
河
川
敷
で
ウ
ナ
ギ
の
稚
魚
を
放
流
し
ま
し
た
。

　

こ
の
放
流
は
、
矢
田
川
漁
業
協
同
組
合
射
添
支
部
（
片
村
福
夫
支
部

長
）
が
子
ど
も
た
ち
に
清
流
矢
田
川
と
触
れ
合
っ
て
も
ら
お
う
と
同
園

に
呼
び
か
け
て
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
今
年
で
５
回
目
。
今
回
は
同
漁

協
が
仕
入
れ
た
宮
崎
県
産
の
ウ
ナ
ギ
の
稚
魚
30
㎏
の
う
ち
、
前
日
に
放

流
し
た
25
㎏
を
除
く
５
㎏
、
約
３
０
０
匹
を
放
流
。
生
後
２
年
程
度
で

体
長
が
約
30
㎝
に
ま
で
成
長
し
て
い
て
、子
ど
も
た
ち
は
「
大
き
い
〜
」

と
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

ぬ
る
ぬ
る
の
ウ
ナ
ギ
を
観
察
し
た
り
つ
か
ん
だ
り
し
て
楽
し
ん
だ
後
、

用
意
さ
れ
た
バ
ケ
ツ
に
数
匹
ず
つ
入
れ
て
子
ど
も
た
ち
は
川
辺
に
移
動
。

そ
っ
と
川
に
放
し
「
元
気
に
大
き
く
な
っ
て
ね
」
と
、
遠
ざ
か
っ
て
い

く
ウ
ナ
ギ
に
優
し
く
声
を
掛
け
て
い
ま
し
た
。

▲ウナギを放流する子どもたち

ひ
し
ゃ
く
投
げ
に
大
興
奮
！

第
11
回
全
国
し
ゃ
く
な
げ
公
園
祭
り
（
５
月
３
日
、
全
国
石し

ゃ
く
な
げ

楠
花
公
園
）

　

全
国
各
地
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
石
楠
花
約
50
種
、
７
０
０
０
株
が
植
え

ら
れ
て
い
る
全
国
石
楠
花
公
園
で
行
わ
れ
た
同
祭
り
に
は
多
く
の
家
族

連
れ
が
訪
れ
、
連
休
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
あ
い
に
く
の
曇
り
空
で
し
た
が
、
地
元
新
屋
区
民
に
よ
る

ダ
ン
ス
を
は
じ
め
、
各
種
バ
ザ
ー
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
な
ど
盛

り
だ
く
さ
ん
の
内
容
。
そ
の
中
で
も
毎
年
恒
例
の
「
全
日
本
し
ゃ
く
投

げ
競
技
大
会
」
に
は
町
内
外
か
ら
約
90
人
が
参
加
。
石
楠
花
に
ち
な
ん

で
長
さ
30
㎝
ほ
ど
の
「
ひ
し
ゃ
く
」
を
い
か
に
遠
く
へ
「
投
げ
」
る
か

を
競
い
ま
し
た
。　

　

ジ
ュ
ニ
ア
の
部
で
優
勝
し
た
今
川
颯
太
く
ん
（
尼
崎
市
、
10
歳
）
は
、

大
人
顔
負
け
の
22
・
８
ｍ
を
記
録
。「
い
ろ
ん
な
挑
戦
を
し
た
け
ど
１

位
に
な
っ
た
の
は
初
め
て
で
と
て
も
う
れ
し
い
」
と
笑
顔
で
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

▲「エイッ」とひしゃくを投げる参加者
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ふ
る
さ
と
香
美
（
第
75
号
）
平
成
23
年
6
月
9
日
発
行

発
行
／
兵
庫
県
香
美
町
　
企
画
編
集
／
総
務
部
企
画
課

まちのうごき

（平成 23 年 5 月 1 日現在）

合　計　20,776 人（－  22）

　男　　 9,895 人（－   8）

　女　　10,881 人（－  14）

世帯数  6,887 世帯（＋   5）

カッコ内は前月比

れ
た
田
畑
所
付
で
最
も
古
い
も
の
は
、
元
禄
２
年
（
１
６
８

９
年
）
の
も
の
で
、
初
め
て
国
入
り
を
果
た
し
た
３
代
矩の

り

と

よ豊

に
よ
る
も
の
で
す
。
対
を
な
す
寄
進
状
は
見
つ
か
っ
て
い
ま

せ
ん
が
、
田
畑
所
付
が
あ
る
こ
と
か
ら
寄
進
状
も
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

３
代
矩
豊
か
ら
11
代
義
済
ま
で
の
寄
進
状
と
田
畑
所
付
が

ま
と
ま
っ
て
、
し
か
も
良
好
な
保
存
状
態
で
発
見
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
こ
れ
ら
は
町
指
定
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
代
矩
豊
の
国
入
り
か
ら
始
ま
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
長
楽
寺
薬
師
如
来
へ
の
寄
付
、
そ
れ
は

薬
師
如
来
の
加
護
に
よ
り
地
域
の
人
々
が
病
苦

に
悩
ま
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
健
や
か
に
暮
ら
し

て
ほ
し
い
と
い
う
村
岡
山
名
家
の
歴
代
領
主
の

願
い
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

す
。
こ
の
よ
う
な
度
重
な
る
火
災
で
貴
重
な
建
造
物
や
文
化

財
が
失
わ
れ
た
も
の
の
、
人
々
の
あ
つ
い
信
仰
に
よ
り
そ
の

都
度
再
興
さ
れ
、
平
成
６
年
（
１
９
９
４
年
）
に
は
三
大
仏

を
造
立
す
る
と
と
も
に
、
大
仏
殿
、
五
重
塔
な
ど
を
建
立
し
、

伽
藍
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

長
年
、
長
楽
寺
の
資
料
を
整
理
し
て
い
た
村
岡
歴
史
研
究

会
の
古
川
哲
男
さ
ん
（
村
岡
区
長
板
）
が
昨
年
末
、
江
戸
時

代
か
ら
明
治
の
初
期
ま
で
村
岡
藩
を
治
め
て
い
た
山
名
家
が

長
楽
寺
に
納
め
た
「
寄
進
状
」
を
発

見
し
ま
し
た
。
寄
進
状
と
は
、
寺
院

に
対
す
る
寄
付
の
申
出
書
で
、
発
見

さ
れ
た
寄
進
状
に
は
、
本
尊
で
あ
る

薬
師
如
来
の
修
造
に
あ
て
る
た
め
田

畑
な
ど
を
寄
付
す
る
と
書
か
れ
て
い

ま
し
た
。
発
見
さ
れ
た
も
の
の
う
ち

最
も
古
い
も
の
は
、
元
禄
14
年
（
１

７
０
１
年
）
の
寄
進
状
で
４
代
隆
豊

に
よ
る
も
の
で
す
。

　

寄
進
状
は
、
寄
付
の
明
細
を
書
い

た
「
田で

ん
ば
た
と
こ
ろ
づ
け

畑
所
付
」
と
一
対
と
な
っ
て

い
ま
す
。
田
畑
所
付
は
山
名
家
の
歴

代
家
老
が
書
い
て
い
て
、
寄
付
さ
れ

た
田
畑
の
場
所
、
面
積
、
※

石こ

く

だ

か高
な

ど
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
発
見
さ

　

村
岡
区
川
会
の
川
会
山
長
楽
寺
は
今
か
ら
１
２
０
０
年
余

り
前
、
行
基
が
八
鹿
山
薬
師
寺
と
し
て
創
建
し
た
と
伝
え
ら

れ
る
※

古こ

さ

つ刹
で
、
そ
こ
に
ま
つ
ら
れ
て
い
る
本
尊
の
薬
師
如

来
は
人
々
を
病
苦
か
ら
救
う
と
さ
れ
、
信
仰
を
集
め
て
き
ま

し
た
。

　

創
建
当
時
、山
頂
付
近
に
あ
っ
た
※

伽が

ら

ん藍
は
、天
文
９
年
（
１

５
４
０
年
）、
土
砂
災
害
に
よ
っ
て
流
失
し
、
天
文
21
年
（
１

５
５
２
年
）
に
元
あ
っ
た
場
所
付
近
に
再
建
し
て
寺じ

ご

う号
を
川

会
山
長
楽
寺
と
改
め
ま
し
た
。
そ
の
後
、
寛
文
９
年
（
１
６

７
０
年
）
に
火
災
に
よ
り
寺
が
焼
失
し
た
た
め
、
延
宝
５
年

（
１
６
７
７
年
）
に
現
在
の
場
所
に
再
建
さ
れ
ま
し
た
。
し

か
し
、
明
治
45
年
（
１
９
１
２
年
）
に
再
び
火
災
に
よ
り
建

物
や
資
料
な
ど
を
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

第
12
回

◇
問
い
合
わ
せ
先　

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

平
成
22
年
度 

町
指
定
文
化
財

長
楽
寺
寄
進
状

※
古
刹
と
は
…

　
　

由
緒
の
あ
る
古
い
寺

※
伽
藍
と
は
…

　

 　

も
と
も
と
僧
侶
が
修
行
す
る
清
浄

な
場
所
を
意
味
す
る
言
葉
で
し
た
が
、

こ
れ
が
転
じ
て
寺
院
や
寺
院
の
主
要

な
建
造
物
を
指
す
よ
う
に
な
り
、
山

門
、
本
尊
を
ま
つ
る
本
堂
、
講
堂
、
庫

裏
な
ど
が
こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。

※
石
高
と
は
…

　

 　

そ
の
土
地
な
ど
に
お
け
る
農
作
物

の
生
産
力
を
指
し
、
１
石
で
お
お
よ

そ
大
人
一
人
が
１
年
間
に
食
べ
る
米

の
量
に
相
当
し
ま
す
。

▲
４
代
山
名
隆
豊
の
寄
進
状


